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市町村には水害廃棄物処理計画を策定することが求められている．しかしながら，水

害廃棄物処理基本計画を策定している自治体は 18％に過ぎない．また，これは水害廃

棄物の発生から最終処分までのプロセスにおいて，発生抑制や，発生時に被災家屋から

廃棄物となった家財を屋外に排出するプロセスは全く考慮していない． 

水害廃棄物は，被災後に民生委員等が被災状況を把握し，一方災害ボランティアセン

ターが社会福祉協議会に立ち上がってボランティアの受入と配置を行い，ボランティア

が被災家財排出と掃除などを行うというプロセスを経て，初めて仮置場（一時集積場）

に運搬できる．しかし，計画上このプロセスと自治体による収集運搬プロセスが連携し

ないため，しばしば災害廃棄物の処理では被災地域に混乱がみられる． 

本研究は，この混乱を解消し，事前に関係アクターの連携を計り，これをもって迅速

かつ被災地の一刻も早い復旧に資する体制づくり考察する． 
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